
第6講座　朝鮮半島の動乱です　確認編

（メモ欄）

（18）百済より（　　）が来日して儒教を伝えた。 （18）

百済の（　　）が日本に仏教を伝えた。 （19）（19）

中国では三国志時代の後、（　　）王朝が大陸を統一。

中国の歴史書（　　）では倭の五王が使いを送ったと書かれている。

（11）

倭王武は（　　）天皇と考えられている。

獲加多支鹵（ワカタケル）大王は（　　）天皇と考えられている。（14）

上記の王朝は異民族に敗走して南下すると（　　）時代が始まる。

朝鮮半島北方で（　　）が成立する。

上記の国は313年に（　　）を滅ぼした

朝鮮半島南西部では馬韓が成立。後に（　　）となった。

朝鮮半島南東部では辰韓が成立。後に（　　）となった。

弁韓は小国の連合であり、倭は（　　）を求めて進駐した。

ヤマト政権が高句麗と戦ったことは（　　）の碑文に残されている。

朝鮮半島南部では弁韓が成立。後に（　　）と呼ばれるようになっ
た。

（1）

（2）

埼玉県（　　）古墳にて獲加多支鹵と刻まれた鉄剣が見つかる。

九州、熊本県（　　）古墳にて獲加多支鹵と刻まれた鉄刀が見つかる。

（16）

（17）日本書紀では加耶（加羅）は（　　）と呼ばれている。

倭の五王、五人挙げよ。

（13）

（15）

（11）

（12）宋書倭国伝で国内の統一語ったのは、倭王（　　）とされる
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